
都道府県名　　山形県

１　成果目標
（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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もがみ中央農業協
同組合の集出荷施
設経費実績により
確認する。

-150.5% R7評価

生産コストが増加した原因の
詳細を聞き取ると動力光熱費
においては電気代の高騰であ
り、これは全国的な情勢でも
見受けられる。
また、人件費の増加について
は、昨年の高温気象の影響に
より、収穫終わりが例年より
も伸びたことによりそれに応
じて選果作業するアルバイ
ト・パートの雇用日数が増え
人件費の増加に繋がった。
選果作業の管理の徹底等を行
い、選果作業の効率化を目指
す。
また、構成員の高齢化等によ
り、生産戸数が減少し、面積
が減少した。若者の新規就農
者も増えているため、増反や
圃場選定の助言等の支援を行
い、面積拡大に努めたい。生
産量については7月の豪雨が
影響し減少した。気象災害に
強い栽培体系についての検討
が必要である。

R6については、電気代や人件
費の上昇、高温少雨からの7
月の豪雨災害等、実施主体の
努力では対応できかねる外的
要因もあった。高温により例
年より収穫終期が伸びたこと
で遅い時期までの選果作業が
必要となり、コスト増加に繋
がっている。今後は選果作業
の効率化により、コスト削減
できるよう支援していく。
また、構成員の高齢化等によ
り生産戸数及び面積が減少し
たが、若手新規就農者も増え
ており、増反、圃場選定等に
ついて助言する等計画的な営
農を支援することにより、面
積目標も達成できるよう支援
していく。

26,773,884
円

52.5 410 31,279,357円 42.450.77 391
最上町農
業振興協

議会
6 向町

アスパラ
ガス

選果施設に画像選別機・計量結束機を整備するこ
とで、作業ロスの縮減、選果・調整作業の効率化
を実現し、選果施設の稼働時間の短縮、集出荷コ
ストの削減を図る。

集出荷コス
トの6％以上

の削減
（6.3％削

減）

28,572,321円

年
度
導入・定着の取
組の実施内容又は処理量 又は処理量 又は処理量

生産量、出荷量 年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積

目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量、

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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2,120 2,896 0.732
607千円

/10a

申告書及び出荷
精算代金内訳書
等により検証

-43.4%

令和５年度に続き、令和６年
度も出荷時期の高温の影響
(うるみ果)があった。早期の
収穫、出荷の対応のほか、等
級の低いものを訳あり品とし
て出荷するなど、販売額確保
の取り組みを行ったものの、
出荷量、販売額ともに目標に
届かなかった。令和７年産に
ついては、雨よけハウス内の
温度を下げるため風通しを良
くしたり、通常の反射シート
よりも熱が発生しない白色反
射シートを使用する受益者も
いたため、他産地の対策事例
も含め、高温対策について取
組主体へ周知していく。ま
た、令和２年の取組開始から
５年が過ぎ、成果期の樹木
が、９割以上となってきたた
め、今後の収量増加が期待さ
れる。収量や単価が事業実施
前と比較して増加している受
益者もいるため、凍霜害や高
温障害といった気象災害への
対応を実施し、販売額の増加
につなげられるよう指導して
いく。

出荷量や販売金額につ
いて目標に届かなかっ
た。引きつづき高温対
策資材の使用方法に関
する説明や、剪定に関
する指導などを行うと
もに、早期の出荷対応
などの地域協議会の取
り組みを支援してい
く。

R7評価

確定申告書、販
売精算書等関係
書類による検証

113.0%

既に目標を達成してい
るため、引き続き適切
な栽培管理に関する指
導を行い、目標達成を
目指す。

目標は295千円/10aの
ところ実績は298千円
/10aと目標を達成し
た。引き続き高品質な
醸造用ぶどうの安定生
産に向け関係機関と連
携して栽培管理などの
指導をしていく。

R7評価

大江町
地域農
業再生
協議会

4
大江町
本郷

さくら
んぼ

さくらんぼの雨よけ施設を導入することで安定
した生産を図り販売額を増加させる。

販売額の
10％以上の
増加
【35.1%の
増加】

716千円
/10a

※H30-R2
平均値

2.12 5,602 2,702
967千円
/10a

2.20 7,706 2,755
830千円
/10a

2,195 4,898

栽培面積については、
目標を達成することが
できたが、７月の激甚
指定を受けた豪雨によ
り、著しく収量が低下
していしまい、目標達
成することができな
かった。今後は気象災
害に対応した栽培技術
の向上に努め目標達成
を目指していく。

面積については、目標
を達成することができ
た。しかし、7月豪雨災
害により収量が低下
し、目標を達成するこ
とができなかった。
今後は、栽培研修会等
を通じて高温対策や気
候変動に対する技術対
策の情報提供等によ
り、生産量増加及び品
質向上を支援してい
く。

R7評価

上山市
農業再
生協議

会

12
上山市
宮生地
区

果樹
（醸造
用ぶど
う）

防除機と乗用草刈機を導入し、作業の効率化に
より、高品質安定生産を図る。

販売額の
6％以上の
増加
【8.5％の
増加】

272千円
/10a

（H30～R2
平均）

3.20 24,877 350 295千円
/10a

3.20 26,428 357 367千円
/10a

3.20

評価

R7評価

R7評価

園地の拡大に取り組ん
でいるが、令和５年度
の高温少雨による株の
成長不足等により全体
として目標を下回っ
た。一方で、管理方法
の工夫、促成室での品
質管理で生産量や単価
の向上も見られ、順調
な園地もある。今後も
園地管理や栽培指導を
行い、生産性向上と目
標達成を図っていく。

Ｒ６年度目標が182千円
/10aのところ、価格補
正後の実績は169千円
/10aと、目標を達成で
きなかった。面積や出
荷量についても目標を
下回っている。引き続
き関係機関と連携して
研修を行い栽培管理や
園地管理について指導
するなど、面積拡大や
生産量増加につながる
よう取組を支援してい
く。

-8.3%

目標902.9千円/10aのと
ころ、価格補正後の実
績は585.0千円/10aと、
目標達成できなかっ
た。今後は、新植した
園地での収穫が見込ま
れるため、生産量及び
販売額が増加し、目標
は達成できる見通しと
なっている。
高品質な醸造用ぶどう
の生産に向け、県にお
いても栽培管理の徹底
及び栽培技術の向上に
係る生産者向けの研修
会を開催するなど、販
売額の増加につながる
よう関係機関と連携し
ながら支援していく。

生産コスト 年
度

307 359

所得税青色申告決
算書、営農計画
書、出荷伝票等に
より販売額の増加
を検証する。

0.855 -174.2%

0.822
169千円
/10a

3.10 32,315 3.90 40,800 174
182千円
/10a

33,202 354 219 269 0.814
298

千円
/10a

3,721

170千円
/10a

上山市農
業再生協

議会
9

上山市
中川

啓翁桜
促成施設や保温設備を整備して高品質安定生産に取
り組むことにより、販売額の増加を図る。

販売額の6％
以上の増加
【7.1％の増

加】

742千円
/10a

3.77

45.3%

令和6年度の作付面積は
1,247aで、成園1,031a
（約83％）、4～6年
85a、3年未満131a。若
齢区画の低単収に加
え、令和6年5~6月の干
ばつと晩腐病の発生で
減収し、実績51,050kg
は目標68,406kgに未
達。今後は貯水槽設
置・潅水設備整備、適
期防除と早期除去で晩
腐病蔓延を防ぎ、若齢
区画の成園化により
徐々に増収を図る。引
き続き適切な栽培管理
に関する指導を行い、
目標達成を目指す。

3.60

14,097

163
207千円
/10a

410

醸造用
ぶどう
211.2

ワイン
1,896

醸造用
ぶどう
269.0

ワイン
2,521

醸造用
ぶどう
0.785

ワイン
0.752

585千円
/10a

確定申告書、販売
精算書等関係書類

による検証

36,823

1,891

202
確定申告書、販売
精算書等関係書類

による検証
337

上山市農
業再生協

議会
6

上山市
東、久保
手、宮生

醸造用ぶ
どう

774.2千円
/10a

12.5 51,050
既存の畑に加え、新たな園地に、垣根資材又は棚、
雨よけ資材を導入して、高品質安定生産の取組を推
進する。

販売額の
10％以上の

増加
【180.8%の

増加】

321.6千円
/10a

8.61 1,964
902.9千円

/10a
11.74 68,406 1,550

地域協議会等の評価 都道府県の評価
 価格(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量

年
度

面積 生産量又は

補正係
数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実
施前年

度
目標年度

 価格(販売単価)

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

生産コスト 年
度

面積 生産量又は

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

出荷量

340

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠

997千円/10a 3.74 109,694 340 76,184869千円
/10a

4302.53 67,224
904千円
/10a

舟形町農
業再生協

議会
17 沖の原 ねぎ

ねぎ産地の形成の推進
➀播種機及び専用苗箱の導入により播種作業を、全
自動移植機及びトリマーの導入により定植作業の効
率化を図り、栽培規模の拡大と低コスト化を図る。
②管理機の導入により、適期作業を実現し、高品
質・安定供給の産地形成を目指す。
③ベストロボ（既存１台）を共同利用することで、
選果作業（根葉切り、皮むき作業）の効率化に取り
組み、適期収穫の実現により収穫ロスを減少させる
ことで単収の増加と低コスト化を図る。
④選別機を導入することで、選別作業の効率化に取
り組み、適期収穫の実現により収穫ロスを減少させ
ることで単収の増加と低コスト化を図る。
追加⑤管理機の導入により、適期作業を実現し、高
品質・安定供給の産地育成を目指す。

販売額の
10％の増加
【10.3%の増

加】
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生産コスト 年

度

地域協議会等の評価 都道府県の評価
 価格(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量

年
度

面積 生産量又は

補正係
数

価格補
正後の
実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実
施前年

度
目標年度

 価格(販売単価)

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

生産コスト 年
度

面積 生産量又は

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

出荷量

現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
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-880.0%

　R5年度と比較して単価
が上がったものの収量が
減少した。7月25日からの
豪雨により、3.9haに冠水
や土木流入などがあり、
収量減及び収量皆無と
なったことが大きな要因
として挙げられる。
　今後も安定的な出荷と
販売額の増加を図れるよ
う関係機関と連携しなが
ら肥培管理についての支
援を継続し、目標達成を
目指していく。
　また、目標とする栽培
面積を達成するため、農
地中間管理事業等の活用
を通じ、農地の集積を図
るよう支援を引き続き
行っていく。

7月豪雨災害により、灌
水や土木流入があり収
量が低下したため目標
達成には至っていな
い。基本的な栽培管理
技術の徹底について、
関係機関と連携して支
援していく。
また、栽培面積につい
て目標を達成するた
め、農地中間管理事業
等の活用を通じ、農地
の集約を図るよう支援
していく。

R7評価
126千円
/10a

8.9 45,000 251 127 276 0.46256
156千円
/10a

12.0 72,000 260
58千円

/10a

決算書、営農計
画書等により販
売額の増加を検
証する。

真室川
町農業
再生協
議会

15
真室川
町
全域

露地野
菜
(かぼ
ちゃ)

　作業機械を導入し、かぼちゃ収穫後のつるを
細断のうえほ場に還元し土づくりを行うことに
より、かぼちゃ収穫後のつるの細断・収集およ
び廃棄場所までの運搬作業の省力化を図る。
　これにより、7月下旬～8月下旬までの収穫に
係る収穫後作業の省力化が図られ、その後の選
別・出荷作業に時間を費やせるため、糖度計に
よる糖度・澱粉量の測定を行い品質に応じた販
売に取組み販売額の増加を図る。
　また、販売単価の高い10月中旬～11月下旬ま
での出荷に係る管理作業にも時間を費やせるた
め、10月中旬～11月下旬までの出荷に係る作付
面積を拡大し販売額の増加を図る。

販売額の
6％以上の
増加
【6.8％の
増加】

146千円
/10a

9.8 56,120

31.6% R7評価

R7評価

令和6年度は7月豪雨の影響もあり、出
荷量を確保し販売額の増加に繋げるこ
とが難しい作物（ねぎ、きゅうり、ミ
ニトマト）があった。ブロッコリーに
ついて豪雨、高温、基盤整備(ブロッ
コリーの栽培に適した圃場について圃
場整備を行っており、耕作面積が減少
している。圃場整備を行っていない場
所での栽培を行うと、圃場条件が悪く
人件費や排水性の悪さによる品質低下
などの問題で経費が収益を上回る)な
ど複数の要因が関係している。そもそ
も10aあたりの収量が低く、この理由
が近年の豪雨及び高温により品質の確
保ができず、販売額の低迷に繋がって
いることと考える。このため引き続き
関係機関と連携し、災害を前提とした
ほ場管理と栽培管理、販路拡大や品質
管理等の指導、農地の集積に係る支援
を継続していく。 集出荷施設を積極
的に活用し、今後も出荷量及び販売金
額が向上するよう、関係機関と連携し
新規作付者に対する施設利用を推進
し、目標達成を目指していく。

1,107 1,384 0.8
1,148千
円/10a

集出荷施設が完成したことによ
り、地域の農業者の作業効率が
向上しているが、7月豪雨災害に
より出荷量が減少し目標達成に
至らない品目（ねぎ、きゅう
り、ミニトマト）があった。ブ
ロッコリーについては、高温少
雨の後に豪雨災害があったこと
や基盤整備により適した圃場に
作付けできず耕作面積が減少し
ている、また基盤整備前の圃場
では排水性や作業効率が悪く収
益性が低い等複合的な要因があ
り目標達成に至らなかった。災
害に対応したほ場管理、高温少
雨や気候変動に対応した技術対
策について地域の農業者に情報
共有すること、農業技術普及課
と連携した技術指導や経営助言
等により、引き続き産地として
規模拡大できるよう支援してい
く。

にら
1.042
ねぎ
0.822
枝豆
0.904
きゅう

り
0.873
ブロッ
コリー
0.578
ミニト
マト
0.693

550,026
千円

もがみ中央農業協
同組合の販売額実
績により確認す
る。

面積は順調に拡大して
いるが、7月の豪雨災害
により収量が減少し目
標達成に至らなかっ
た。今後は関係機関や
JAと連携し、栽培技術
講習会等を通じた高温
少雨対策マニュアル技
術の情報提供等によ
り、生産量増加及び品
質向上を支援してい
く。

571,261千
円/10a

67.2 1,021,851 559

にら
672円
ねぎ
360円
枝豆

1,027円
きゅう

り
357円
ブロッ
コリー
293円
ミニト
マト
694円

にら
645円
ねぎ
438円
枝豆

1,136円
きゅう

り
409円
ブロッ
コリー
507円
ミニト
マト

1,002円

所得税青色申告決
算書、営農計画
書、出荷伝票等に
より販売額の増加
を検証する。

-45.2%

高温干ばつと、激甚指
定のあった豪雨により
収量が伸びなかった
が、販売単価の増大に
より10a当たりの販売額
について取組主体の目
標を達成することがで
きた。地域の単価につ
いては山形市公設地方
卸売市場の取引価格に
よる補正を行ったとこ
ろ目標を達成すること
ができなかった。今後
は気象変動下の栽培に
ついて県農業技術普及
課の指導を受けなが
ら、品質及び生産量の
確保を図り、早期目標
達成に努めていく。

37,308

真室川町
農業再生
協議会

14 真室川町

にら、ね
ぎ、枝
豆、きゅ
うり、ブ
ロッコ
リー、ミ
ニトマト

真室川支店・営農センターの移転地に隣接した集出
荷場を新設することにより、地域の農家組合員の利
便性もよく、安心して高品質な青果物の出荷ができ
る集出荷場の整備を目指す。

総販売額の
10%以上の増
加【10.1％
の増加】

468

533,035
千円

【H28～R2
平均】

58.44 1,138,320

3.66 39,967

586,812
千円

64 1,239,660 473

1,254千円
/10a

1,4081,434千円
/10a

3.661,148

都道府県
平均達成

率
19.6% 総合

所見

対象地区９件のうち目標達成は１件のみであった。
令和６年７月の豪雨の影響で庄内地域、最上地域を中心として県内全域で被害の発生が見られ、生産量が伸び悩んだ。
水稲においては、資材価格の高騰等の要因も加わり、目標とするコスト低減、販売額増加または労働生産性向上を達成できない計画があった。収量向上とコスト削減を両立できるよう指導していくとともに、農業技術普
及課と連携し、目標未達の原因把握とその対策の実施に対して支援を行う。
果樹、野菜においては、高温の影響も加わり、品質低下や収量の減少が見られ、販売額が伸びない計画があった。県単独事業による高温対策資材の導入や、作付面積の確保のため樹園地等の継承対策を図り、目標達成で
きるよう指導する。

舟形町農
業再生協

議会
18

舟形町
全域

アスパラ
ガス

アスパラガス産地の形成の推進
① 作付面積拡大と栽培技術の向上により、農業所
得の増大を目指す。
② 長期栽培に耐えうる支柱と灌水設備の導入によ
り、高収量を上げるために欠かせない土壌水分量を
確保し、安定した収量を確保する。

販売額の6%
の増加

【6.2%の増
加】

1,181千円
/10a

3.50 35,991 1,148


